
は
政
治
の
申
心
と
し
て
又
天
亭
の
文
化
を
．
建
設
せ
る
踏
代
で
あ
る
、
從
っ

て
此
の
時
代
の
記
述
が
、
僅
々
七
十
鹸
年
に
拘
ら
ず
約
百
船
頁
を
費
し
て

居
り
然
も
荒
ハ
の
記
臆
は
天
挙
の
佛
教
藝
術
．
を
主
と
し
て
、
混
ハ
の
現
存
せ
る

遣
物
遣
蹟
よ
り
預
言
さ
れ
て
送
る
事
は
蓋
し
當
然
の
導
で
あ
ら
5
0
第
十

上
山
背
糞
郡
以
下
第
十
ヨ
章
侮
兵
の
獲
生
迄
は
古
都
と
し
て
、
束
大
寺
、

興
礪
寺
と
朝
廷
並
に
藤
原
氏
と
の
蘭
係
よ
り
、
掬
寺
の
維
濟
的
霊
魂
並
に

武
力
た
る
僧
兵
の
事
が
説
か
れ
て
居
り
、
第
十
四
章
弔
氏
の
南
榔
焼
討

以
下
第
十
九
章
南
都
佛
教
の
草
新
迄
は
申
世
の
新
興
勢
力
た
る
武
家
に
寺

院
の
勢
力
た
る
曾
兵
の
屈
服
し
て
行
く
過
程
で
あ
り
、
佛
教
史
上
に
於
て

は
李
氏
の
南
都
焼
討
、
源
頼
朝
の
復
興
が
あ
り
、
當
市
佛
｛
教
美
術
「
の
第
二

の
興
隆
期
で
も
あ
っ
た
Q
第
二
十
章
鎌
倉
時
代
の
商
工
業
以
下
第
二
十
六

章
筒
弁
韻
慶
蓬
は
、
中
世
末
期
の
立
野
よ
り
絡
に
衆
徒
の
手
よ
り
豪
族
の

手
に
其
の
實
力
の
移
る
過
程
を
示
し
、
叉
近
世
都
市
へ
の
獲
展
形
態
と
し

て
の
商
工
業
の
組
織
即
ち
座
の
獲
生
獲
達
、
庶
民
の
活
躍
等
が
記
逃
さ
れ

て
居
る
。
第
二
十
章
「
墜
三
農
の
時
代
」
を
発
て
、
第
二
十
入
章
徳
川
氏

の
支
配
以
下
第
三
十
四
章
幕
末
維
新
の
奈
良
迄
に
於
て
は
、
近
世
武
家
蒔

代
の
地
方
特
に
直
聡
都
市
に
封
ず
ぢ
地
方
職
制
並
に
近
世
商
工
都
市
と
し

て
の
状
態
が
記
さ
れ
て
屠
り
、
叉
第
三
十
四
章
明
治
初
妬
の
奈
良
及
び
第

三
十
六
章
縣
治
時
代
の
奈
良
に
於
て
は
．
．
明
治
政
府
の
蛍
草
以
後
明
治
ニ

ナ
年
頃
迄
の
地
方
行
政
の
改
縫
製
達
を
逃
べ
て
屠
る
Q
第
三
十
七
章
奈
良

朝
時
代
、
第
三
十
八
章
奈
罠
市
胴
暗
代
、
第
三
十
九
章
最
近
の
奈
艮
市
勢

は
病
理
二
十
二
隼
、
町
調
嚢
施
以
後
の
自
治
膣
と
し
て
の
獲
達
よ
り
現
在

の
近
代
都
市
奈
良
の
姿
を
詳
細
に
記
述
し
て
履
る
。
斯
く
て
此
の
五
百
飴

轟”
η＝口

介

頁
の
奈
良
市
史
に
悠
久
談
叢
年
の
奈
良
の
腿
史
を
記
述
し
、
　
寛
讃
以
て
よ

く
奈
良
を
理
解
せ
し
め
、
以
て
共
の
名
君
せ
る
簡
要
統
制
あ
る
歴
史
た
ら

「し

ﾟ
て
屠
る
Q
術
本
吉
は
口
糟
と
し
て
奈
良
地
方
地
籍
一
葉
及
び
六
葉
の

窟
眞
版
及
び
四
十
七
個
．
所
に
亙
り
捜
岡
を
入
れ
て
焦
る
寓
は
記
事
の
理
解

を
助
け
る
に
役
立
っ
所
が
多
い
。
（
奈
艮
市
役
所
獲
行
、
菊
判
五
六
〇
頁
、

口
書
七
、
圃
版
四
七
）
（
田
中
）

士
民
精
帥
文
化
文
献
一
三

　
立
入
宗
糠
文
書
、
川
端
道
喜
文
書

励
磁
精
紳
文
化
研
究
所

　
一
戦
國
末
期
の
塁
室
の
式
…
微
を
説
き
、
織
田
信
長
の
禁
裡
の
修
復
を
語
る

も
の
・
も
．
，
こ
の
修
復
に
先
立
っ
て
或
は
又
こ
の
修
復
に
常
っ
て
、
鋤
倉
預

立
入
曝
書
笈
び
餅
商
人
川
端
道
喜
の
絶
え
ざ
る
努
力
の
あ
っ
た
癖
を
知
る

も
の
は
少
な
い
。
今
回
國
民
軸
要
脚
文
化
掛
究
所
の
繍
ナ
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ

た
木
霧
は
、
こ
の
聞
の
減
等
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
欝
は
、
上
述
二
人
の
後
蕎
た
る
立
入
宗
光
氏
及
び
川
端
道
喜
氏
の
許

に
灰
藏
さ
れ
て
る
る
古
文
書
・
記
録
と
、
そ
の
職
親
な
解
説
と
を
牧
め
て

み
る
。

　
牧
録
さ
れ
て
み
る
史
料
は
約
百
黙
に
蓬
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
土
室

愚
蒙
の
御
事
蹟
の
み
な
ら
ず
、
叉
近
世
初
頭
の
京
都
市
制
の
解
明
に
資
す

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
更
ら
に
西
田
直
二
郎
・
柴
田
實
の
、
爾
氏
の
肇
に

な
る
解
止
は
廣
く
常
時
の
昼
記
・
古
文
書
に
徴
し
た
精
密
な
も
の
で
あ
る

、
が
叉
そ
れ
と
共
に
騰
貴
初
頭
の
時
代
の
姿
を
巧
み
に
珍
き
出
し
て
み
る
Q

鎮
二
十
二
巻
第
三
號
　
六
二
三

（IS7）
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こ
れ
等
の
鳳
で
、
本
書
は
叉
廣
く
近
世
初
感
に
堅
心
を
宥
ナ
る
乳
の
も

一
讃
す
べ
き
害
物
で
あ
る
。
（
國
無
精
融
…
文
化
研
究
所
獲
行
．
四
六
傍
譲
、

三
二
二
頁
、
，
圖
版
二
十
九
葉
×
田
井
）

概
観
東
洋
内
命

文
學
痩
士
　
有
　
高

巖
著

　
棄
洋
史
の
み
に
限
ら
ず
，
凡
多
甑
歴
史
の
専
門
的
學
術
的
研
究
の
成
果
を

あ
ぐ
る
こ
と
ほ
無
論
甚
だ
難
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
其
の
総
論
。
概
論
・

通
史
を
著
す
こ
と
も
決
し
て
容
易
の
業
で
な
い
。
特
に
東
洋
通
史
に
於
て

典
の
難
き
を
昼
え
る
。
通
史
と
し
て
は
全
雀
を
一
貫
す
る
福
耳
磯
が
あ
っ

・
て
、
之
に
基
い
て
取
捨
勘
酌
の
筆
を
操
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必
ら
ず
し

も
更
實
の
極
め
て
詳
細
な
る
羅
列
を
曝
す
の
み
が
能
事
で
な
い
。
ま
た
東

洋
史
の
研
究
家
は
目
本
・
支
那
の
み
な
ら
ず
西
洋
に
も
多
く
、
衆
議
の
入
々

の
獲
表
せ
る
研
究
に
細
火
漏
ら
さ
ず
鱒
出
す
る
こ
と
既
に
多
大
の
勢
力
を

要
す
る
上
に
、
淵
瀬
の
研
究
は
概
ね
特
殊
問
題
で
、
東
洋
史
研
究
は
部
分

的
．
方
面
的
に
は
極
め
て
進
ん
で
居
る
が
、
或
る
部
分
、
上
る
方
面
に
は

全
く
未
…
囲
擶
の
・
も
の
あ
り
、
通
典
を
既
述
す
る
に
鴬
り
そ
の
未
嗣
拓
方
面
・

未
研
究
の
部
分
を
如
何
に
取
り
扱
ふ
べ
き
か
、
ま
た
甑
に
研
究
中
の
・
も
の

も
来
決
定
。
論
謬
中
の
も
の
二
丁
と
之
を
眞
に
選
撰
せ
ん
に
は
著
蒋
自
ら

相
當
の
研
究
を
積
み
以
て
そ
の
何
れ
の
愛
器
な
る
か
を
決
定
せ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
東
洋
通
史
の
著
述
の
容
易
な
ら
ざ
る
軽
鴨
で
あ
る
。
有
高
博
士

の
本
書
は
著
者
の
謂
は
る
」
如
く
、
本
來
高
等
專
里
謡
校
の
教
科
謎
ま
た

は
一
般
の
参
考
番
と
し
て
著
作
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
時
問
的
に
は
史

第
二
十
上
一
巻
　

餓
浬
三
號
　
　
　
ふ
ハ
ニ
囲
口

前
期
よ
り
現
代
に
及
び
、
章
を
分
つ
こ
と
三
十
、
別
に
著
者
の
識
見
を
襲

露
し
た
る
東
洋
史
通
翻
一
篇
を
附
し
て
あ
る
。
全
三
十
章
の
激
逃
に
は
あ

ら
ゆ
る
方
画
を
包
羅
し
、
殊
に
支
那
史
の
延
長
と
爲
る
の
弊
を
避
く
る
に

努
め
て
、
支
那
と
四
幽
の
諦
地
方
と
の
そ
れ
み
「
＼
の
特
色
と
偵
値
と
を
認

め
て
執
筆
し
、
，
あ
ら
ゆ
る
斯
學
の
研
究
を
蓼
考
し
た
れ
ば
考
擦
は
明
示
せ

ざ
れ
ど
も
、
一
行
の
説
述
の
裏
面
に
も
此
の
記
述
を
爲
さ
し
め
た
る
幾
多

の
論
交
が
湿
せ
ら
れ
、
行
交
は
一
行
一
句
と
雛
も
揖
浮
し
得
ざ
る
苦
心
の

遊
が
窺
は
れ
る
Q
上
古
・
中
世
・
近
世
な
ど
の
蒔
代
観
分
を
附
せ
ぬ
の
も
著

者
の
一
家
の
見
識
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
通
槻
に
て
の
東
粥
洋
文
化
の
比

較
，
東
洋
文
化
の
特
色
、
支
那
交
化
の
特
色
、
言
忌
交
化
の
特
色
、
東
洋

諸
國
と
我
が
閣
と
の
國
膿
の
相
違
、
東
洋
諸
國
と
我
國
と
の
民
族
性
の
相
…

違
の
六
ケ
條
は
著
者
猫
特
の
識
見
を
墨
銀
し
た
る
も
の
に
し
て
、
本
書
の

龍
臨
と
畑
胡
ふ
べ
き
も
の
、
刻
下
斯
…
く
の
如
き
良
き
東
洋
遇
史
の
公
に
さ
れ

た
の
は
…
職
に
蕾
に
高
等
專
門
照
校
の
生
徒
の
幸
薦
の
み
な
ら
ん
や
。
敢
て

江
湖
に
一
目
瀧
キ
霜
側
め
る
）
（
菊
版
山
ハ
四
四
胃
只
、
粛
公
職
由
甲
四
谷
一
慨
四
南
画
門
一
ご
嗣
門
文

書
乱
獲
行
、
儂
四
・
八
○
圓
）

朝
鮮
古
史
の
研
究

文
學
博
士
　
今
　
西
　
龍
　
遺
著

　
史
要
界
の
一
分
野
に
朝
鮮
史
學
を
確
立
せ
ら
れ
た
今
急
激
±
が
急
歩
博

通
の
學
才
を
懐
か
れ
て
九
陳
に
露
離
せ
ら
れ
（
よ
り
甑
に
五
ケ
年
、
そ
の

苦
心
考
藪
一
字
一
句
を
描
写
せ
ざ
る
遺
稿
が
轟
々
と
公
刊
せ
ら
れ
る
の
は

一
面
に
て
は
患
撮
の
種
で
も
あ
る
が
、
，
ま
た
我
が
學
界
に
斯
學
研
究
の
範

（ISS


